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CrystalhabitsofAmmoniumperchlorate(AP)weremodi丘edbyadditionofsome

surEactantsordyesintothemother一iquidoEAPwhenAP wascrystallizedfromits

saturatedsolution.Sincethesehabitmodi丘ersareadsorbedselectivelyonthegrowing

surfacesoEAPcrystals,therelativegrow ratesofthecrystalfaceandtilehabitsare

modi丘ed.

Bytheadditionofsodium dinaphtylmethanedisulEonate, OrangeⅡandDirect

YellowRneedleerystaIsoEAPwereobtainedrespectively. Therebyitisnoteworthythat

sodiumdin8phtylmethanedisulEonatcandOrangeⅡelongatetheaaxisoEAPcrystal,

whileDirectYellow氏elongatesthebaxis.

As aIkylamirLeCanPerhapsbcadsorbedonthegrowingcrystalLacesnonselectively,

crystalsofAPcannotgrowandallcrystalsare丘ne.
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過 塩 素 酸 ア ン モ ニ ウ ム の 研 究

Ⅱ.熱分解に関する研究

伊 藤 功 一事･疋 田 強'*

I. 措 旭

過盤索敵アンモニウム (以下APと略す)の熱分解

については近時｡ケ･/ト用固体推進薬の酸化剤として

APが実用上の卓越性を示して以来,固体推進薬の燃

焼研究の基礎としてその研究は活発で非常に数多くの

研究がなされている｡

熱分解の機構についてはBircumshawl)の報告が定

規となっているが,APの熱分解には低温仰(300℃以

下)の第一段反応と高温側 (!00℃ 以上)の第二段反

応があり,節一段で 20-30%分解し,扶植はなお純

APであってこれが節二段で分解する邸を見出し,節

一段では NH.+CIO●--･NH.C10.- 生成物の租子安

Eg和40年5月20E)受刑

'El蕃カークツI(株)侃土谷工冶 8L択市保土谷区仏向町

'+東京大学工学部研料工学持 文京tS文京区

Vol･28.N〇･!･]恥I

換反応であり,第二段は NHl+CIO1--NHS+HCIOt

-生成物の陽子交換反応であると粒鼓した))2㌔

AP結晶では元来 C10I-イオンに比LNH4'イオ

ンが相当小さいのでこれが本来の格子点を外れて格子

問にわりこみ,rわりこみ｣イオンとなり,Frenkel型

の格子欠陥を作っている｡この ｢わりこみ｣イオンで

ある NHt+ィォンと格子点にあるCIOl-イオンが第

一段反Li:で髄子交換を行ない,NHl'+C10●--NH4+

CIOl,NHl-NHS+H･となり,これらが分解の核を

作り,結晶格子を解体してゆくが,大部分の格子点に

ある他のイオンは反応せず高温側の弟二段反応の時,

核の生成なしに熱励起 のみに より陽子交換反応が起

る｡この様にAPは結晶格子の完全な領域では化学変;

化に対して抵抗性を示す良い例とされている1)｡この･

節一段反応は過塩素酸塩ではAPにみられる特性で,
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LiCIO.,KCIOl噂にはみられずAPにおける軒二段

反応に相当する反応が約 400cc附近で起るのみであ

る｡

又添加物の影響については例 えば JaCOb2)笹 は

Cu20 の効果 を.Solymosi3)は ZnO の効果 を,

Hermonil日掛まMgO,MnO,Cr203.CtI203+Coa04

等の効果を.Friedman8)｡Powlingn)等は Copper

Chromite等 の劾県を夫 報々/暫している｡しかし添加

物として界面ぎ副生剤の効果を鞭倍した研究はまだ見当

らない｡

筆者等は机鰍 こ報告した.晶出の際母液に界面77;.性

剤を蹄加して解た晶癖変化の着るしいAPの熱分解の＼

特界性に注目し,このAPや.蝉にAPに界面活性剤

を浪合したもの,無髄 観等を添加したものにつきそ

の熱分解の過振を示差熱分析,熱天秤,銀分解速度脚

定,租寄附定等によ()追跡した｡その結果,界面活性

剤吸掛 こよる結晶のml璃変化に祈るしいものの中には

分解速度が寄るしく増加したものがある串を見出し,

濃化鉛の添加は特異な示差熱曲線を示し,少庇添加の

時は分解速度を減ずる方向にある邸,塩化アンモンの

添加もAP卯一反応を打消し,同様の効果がある群を

見糾した｡

又外面活性剤を晶伽 寺添加して得た晶頼射 ヒの着る

しいAP(以下界面活性剤曲Lt1時添加APと称ナ)は

その節-段圧応が促進され,その時の確等皮との閑適

から.APの第一段反応はAP結晶中の格子欠陥に基

くものである邸が明かになった｡

2. 乗験巷匿及方法

2.1 示丑魚分析

島Tlt部 DT l0型の自動紀簸式装匿 を用い試料は

白金セル内の熱確対接点部分 に 20-25mg装填し,

用P削二は 4-アルミナを充填する方法を用い,標準物

質には a-アルミナの 250メ･/シュのものを用いた｡

昇温速匿は 10℃/min,'&温より400-450℃ 迄昇温

Ll==

2.2 魚 天 拝

応用理化工菜封の自動紀録式黙天秤 を使用 し試料

100mg,昇温速度 10cc/minで室温よl)400-450℃

迄界温し減耗曲線を作った｡

2.3 線分解速度

Schult三日等 が行なった方法になぞらえて作った装

匠を用いた.(図 1)APを径 L5mm長さ20mmの

円筒状のタブレットに圧押して密度 1.4にしたもの

に 10% Irの 白金線ヒーターを一定 の力で分解面に

おしつけ,固体推進薬が爽際燃焼する条件に近い波面

加熱法により加熱し.白金線がAPタブレットを切っ

てゆく速度で線分解速度を教わナ方法で行なった｡こ

10

の勘合ヒーターは次の特性を持つ叫が必要である｡す

なわち分解層近傍の温度勾配を川氷る文大きくし,分

解両以下の層がと-クーからの熱伝噂によt)余 り加熱

されない様にする恥 分解ib'の揺蝕が十分である軌

触媒効果を与えない称呼である｡この様な条件から径

0.4mm の 10%IrPt線 をヒーターとして選び,良

金鰍 こは Il.4-I2A の1吐流を適す叫とした｡白金線

ヒーターのAPタブレlトと揺する点に 0.05mTn径

の Pt,PIRh13% 熱心対の接点をうまくとりつけ,

APの分解面の我耐氾腔を油定したが,点のとりつけ

が難しくよいデータは解られなかった｡SultzC)に依

ればApの分解速度は求両胞腔の閲係となるのでヒー

ターの碓漁は一定の班のものを用いる非とした｡白金

線ヒーターに Il.5A の侶流を通した時の空気中での

と-クーの温度は 880cc であった｡
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試料を用い UpaTtdDowrL法によ))50%･胤 不燦

の臨外洋揃を測定した｡

2.4 拭 斜

純APは3回再結晶品を乳鉢中で粉砕し,節分によ

り)00メッシュ通過200メ･Jシュ止りの粒兜のものの

みを用いた｡非面活性剤品川時添加APはすべて3rF!l

日の再結曲の掛 こ母液の水に対し,界面r7;･性剤を 0.)

% 添加し,65ccの飽柵郁政から 15℃ 迄冷却して得

る事とした｡第 1報で報告した様にAPの結mlihiに吸

着 して曲碑変化を挙るしくする界ihl活性剤は怖々ある

が,代袈例 として huryhmineacetate(以下押耐活

性剤Aと略す)Sodiumdin叩hlylaminesulfonれtC(以

下堺市活性剤 Bと絡 す)Sotlium dodecylt光nZCne

sulEorulte(以下界面活性剤Cと略す)を夫々曲川嶋添

加したものを実験に用いた｡界面活性剤A,添加のも

のは第 1報に報告の通り微細な結晶しか瓜出しないタ

イプのもの故,粉砕する琳なく100メッシ:I-200メ

ッシ>のものを選び出して紙料とし,界面活性剤C添

加のものは縛片状のものを乳鉢中でほぐしナとAとIJ･1
タイプのものになるので同様な塊作で試料とし.外面

活性剤B添加のものは乳鉢中で粉砕して100メッシュ

～200メッシュの試料を作った｡

又界繭活性剤を有機溶媒に溶かしたものを純APに

混じ,溶剤を郷党せしめて,界面活性剤を0.1%AP
と混合させたものを作l),これを界面活性剤批合と称

する部とした｡

この他,塩化アンモニウム,●塩化鉛等の添加物は洗

薬一級晶を用いた｡

3. 乗験塘果及び考察

3.1 界面活性剤の添加された AP
界面活性剤晶出時添加のものと,混合との線分解速

度を掩APのそれを基準として抑定すると栽 lの通り

である｡界ih'活性剤を添加したものはすべて純APよ

り早くなっている｡そうして .曲,b時添加のもののカ

がさらに4l･い｡晶出時添加により曲稀変化したものに

どの位非面活性剤が吸者しているか分析を試みたが艇

跡軽度で明かにならなかった｡この群と考え合わせる

と晶出時添加のものの方が1郎こ混合したものよ))はる

かに効果が政い碑が判る｡

この外面活性剤晶出時添加と混合のAP及び純AP
の示差分析を行なった結果は図 2,4の通りでそれの

熱天秤故による加熱減点曲線は図 3の通1)である｡幽

2の純APの曲線を見ると250℃附近に転移J.A.((斜方

晶- 立方JII)の吸熱があり,つづいて Bircum.qhLW

の云う弟一段,弟二段反応の発熱ピークがはっきり山

ているが,空気中で行なったこの失敬では夫々ピーク

が 320cc附近 420℃ 附近に,lIている｡この発熱のビ
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図4界b-i.1;.性剤混合APの示P..%曲線

l.耗AP2
.
界面活性剤A良合

一クが界面活性剤晶出時添加 APでは夫々の界軸活性

剤の棟額に応じて特有の格好と位掛こ出て居9,その
神現性は極めてよい｡
祝して界面活性剤晶出時添加

APは第-皮発熱ピークが大きく,第二度発熱ピーク

は純APに比し低温偶で完了している｡線分解速度の

Iil･さの順と第-段t='-クの大きさの
俄は必らずLも一

致していないが第一段ピークの発熱丑と線分解速度は

路々対応している邸が判る｡こ
れに反し界面活性剤況

公のものは純APの示差熟曲線と さほど変らず,
弟一

段のピークが増大している亦采は全くない｡
加熱減免

曲線は訳料の劫が多いためか,
節-段圧瓜による発熱

により
,
自己加熱されて第二段が爆発的に終わるの

で
,

外面活性剤晶出時蹄加的志の比較は凶障である

が
,
純APと,界面
活性剤汲合との3着の比較ははつ

き9と選が出ている｡
界面活性剤晶出時添加APのホ

澄軌的線が夫々の外面活性剤に応じて走った特殊の形

をえがく恥ま大いに注目される｡

又搭横感度を50%煉,不煤の
臨界結論より求めた

結果は衣2の過りである｡

衷2梯々のAP由井絡荷
j=･｣J ▲_: ._二｢二二■一

棟耕1幽外洋胡比

非而油作詞
J71山崎添加

東面酌蜜葡
弧合
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界面活性剤涙含は範APと些程変ら ぬが晶出時添加

は寄るしく鋭感になる｡

典分解速度河定の様な温腔勾配の大きな加熱では節

一段反応に就いて節二段反応が直ちに起るであろう

が
,
界両活性剤晶出時添加APは薪-投反応の増大の

ため
,
その発掛こよる自己加熱こより第二乱交応-の

移行が
,
界面活性剤混合APよI)も,より迅速である

ため
,
線分解速度が大きい考えられる｡
界面活性剤混合の簸分解速度が純APに比べて大き

いのは敢化剤に可払期が加ったための発熱量の増加の

ためと考えられる｡
この様に界面活性剤晶出時添加APと.埠に混合し

たAPとでは分解の機構が興ると推放される｡
3. 2界 市活性剤晶出時添加APの昇一投反応の解

析

緒告で述べた様にAPの第-段反応は髄子交換故解

によるとBircumsluwI)により提案され,このLkl
L:

はまず格子点をはづれた｢わりこみ｣イオンである

NH
.◆イオンと
格子点 にある C10{ イオンとによっ



又 LToを絶対零度の時 rわJ)こみ｣イオンが格子点の

池川 を通過するに要するポテンシャルエネルギーとす

ると

V=voexpl-Uo/k77

で我わされが)｡但 しL･はボルツマン'定数である｡

したがって

0-0oexp[-(1/2Wo+Uo)/h71

となI),E を見掛けの活性化エネルギーとすると

q=qoexpl-E/k71]

とお く非が出来る｡ここに ooは狭まい範囲では温度

に無関係な借款と見放せる政 で あ る｡した がっ て

logd と l/Tの岡には前線関係が成立 つ 苗である｡

伺 う,に純AP,界耐 7紙 剤を品川時添加したAP,

放料を曲山時添加したAP.価特産と l/Tの関係を

.〟
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示す｡見

掛け上の活性化エネルギーは図 か ら何 れのAPも

E%40kcaI/not(1.73eV)であ

る事が判る｡非術活性剤,独料の曲山崎添加APは

純APに比し髄噂度が潜るしく増加 している｡図2における第-段litLi:の発熱ピークと砲尊蛙 とはよく対

応 して居 り,前述の推為と見恥 こ一致 しているO次に一

旦 260-270℃ 附近道昇温してqi噂度を測定し

た試料を常温迄冷却して再び外温して租噂皮を測定した

｡純APでは 1回日,2回臼井に時々同じ他を示した

が,界面活性剤A (分解温度 240℃ 以 下)曲山時

添加APの2回日の碓噂度は純APの租噂虎と再々等しい位

に減少する｡一方.界面活性剤C (分解温13E27

0℃ 以上)晶出時添加APの場合は2回日の班も 1回

日と毎々同じ,若 しくは若干増加する紋向にある部が判

ったO(図 6)租埠皮糾定例 と測定後のこれらの耗

料の示差熱分析を行なうと図7の通 りである｡非而活性剤A添加の

場合は加熱処理によI),節一段JilL-.が小さくなるが

,界面r.I;･性剤C添加の場合は節一段仙 i:が

大きくなっている｡ここにも硯等皮と示産熱曲線における第-段戊応の発熱ピークとのよい一致が見られ

る



この恥*,約着は吸着しているyrF桁活性剤が1回日

の加熱により分解消滅し,冷却の際240ccのAPの駐

移点 (立方あー斜方晶)通過時に結晶の再並列が行な

われて格子欠陥の敦が純APのそれに近づき,後者は

260-270℃ 附近迄加熱 しても吸蒋している界面活性

剤が分解しないので,転移点通過時に際して欠陥の数

が増加する邸があっても減少する雑がなかった為であ

ると考えるとうまく説明する邸が出来る｡

3.3 塩化アンモニウムの添加

界面活性剤を添加した時の考察で述べた様に示差熱

曲線の第-段反応の発熱ピークの揃いものは線分解速

度が早いという事実から,節-段発熱ピークを無くし

たなら線分解速度をおそくする邸が出来るのではない

かと考え,塩化アンモニウム (以下ACと略す)を添

加する事を試みた｡ACのみの示遵熱血鰍 ま図8に示

す様に350℃附近に昇華による大きな吸熱ピークがあ

る｡APの第-段発熱反応の温度と時々一敦するので

この吸熱によりAPの第一段反応の発熱を抑える事が

ttI来ると考え,ACをにAPに 5.10,20% 混 じた

ものの熱分解過良を追跡してみた｡示遊熱曲線と熱天

秤による加熱減免曲静 ま夫々図 8.図 9に示す通り

である｡AC 20% の時はAPの弟一段発熱郎肖えで

むしろ吸熱となり,AC 5% で略 平々衡状態 となっ

て第-段発煎ピークがなくなる｡加熱減息曲線でみる

か

Jや 血 Jbo'e図 8 AC

溢合APの示丑熟曲線1.AP80AC2

0 2.AP90AC103.AP95AC 5 4.

AC岱 皮 1/514 b b J○○

4qo JQt+a国 9 AC批合APの加

熱波長曲線と290-300℃ より330-340

cc附近迄分解の休止期間があり,APの分解が抑

制されている期間がある串が判る｡図3と比較してみて着るい差がある｡ACの昇

華による吸熱があると第-段反応は自己加熱のあるAP

のみの時と異なり,相当小さく抑えられる様であるo

CIO一一+NH̀十一CIO▲+NHINH--NH

8+H･の反収 かJ逆的であり,そのための Nl1

3が加わるとC10.ラジ*)レの生成速度を減少

させるから亀子交換反応が抑制さ

れると BircumshowI)は述べているoNH.C1よりの N
H3 が穿開気に加わったためこの効児が前述の吸熱の効

典に加わり図 9に示す様な分解の休止期間が生じた考

えられる｡powling.0,は APとACの混

合物をweakfuclと泡ぜて燃旋速度の沌ずる

串を報告し,APから解座した NH3 とACから

解擬したNHSの酎 ヒに差がある恥ACが一時的に

熱の貯蔵となる事で説明している｡示差熱分析と熱天秤による加熱秤量は

,夫々興った装厨,臭った状況下 過 っ

た款で行なっているから,光弘 嫉熱のピークと減数曲線の屈曲部の温度

位剛 ;必らずLも一敦しないので図 8と図 9の詳 しい対比はあまり意味がない｡この時の線分解適齢ま架3に示す｡衷 3 ACの収入したAPの綴分解辿度

と搭槌感比_一一一一



予想通りAP叫独に比放し相当おそい｡参考に落槌

感度をしらべると感度には余り影響がない様である｡

3.4 飴壇の添加

AdamT)等は PbCLZを 125ppmAPに添加 した

推進薬の払速が減少する辞を報告している｡薙音符は

斡旋のAPへの添加について前と同様に熱分解の追跡

を行なった｡PbBrZ,Pb(NO壬)2,PbJ2,PbCIz等を

添加するに帝し,夫々叫独での溶解度曲線からみて,

65ccから 15℃ 塩冷却してAPに対し 1% 以下の添

加虫として井に晶出すると思われる蕊 を読み にAP

65ccの飽和溶液に加え,65cc より 15cc迄冷却して

APと共に曲山させた｡これはより緊密にAPと混合

させようと考えたからである｡添加したこれ等鉛盤の

盤は水 100gに対し夫々 PbC121g,Pbtlr25g,PbJZ

lg,Pb(NOl)230gであるが,得られたAPに含まれ

ていた添加物の凪 ま分析した結果,APに対しPbCl王

0.034%,PbBr20.0429'O,PbJ20･48%,Pb(NOB)2

4%であった｡分析法はジチゾン法lL)による｡これら

の示差熱曲鰍 王国 )0,ll.に示す｡P一c)2以外は,A

pの分解を促進し"explosion"を起させる結果となっ

た｡PbCl!の添加のみ.窮一段の発熱ピークが無くな

･-
･

発

熱

攻

熱

･I･-
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か
Jbot

図10鉛塩綿加APの示差熟曲殺
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,
本来の姉二段のピークの位置附近に1つだけピー

クがあり,しか
も大きい｡
PbJzは丁
度界両活性剤を晶

出時添加した時の様な形をしていて,
界面活性剤を添

加した時と同様な作用をAPに与えたと推察される｡
PbCl2については甚だ興味ある結果なので,
添加丑

を和々変えて炎験を行なってみた｡
朗と同様な操作で

APに対 しPbC12を0.024
%
,0.
034%,
0

.
0760/0,
)%,l.
5%
,
含4J-の試料を作った｡
(後の2着は単に

混合して作った｡
)これらの示差熱曲線は図11に示

す
｡
図11を見ると
,
PbC12 は 0.1% 以下晶出時



なのでEtl来なかったから,この示差熱曲線 の差 が.

PbCl2の鹿によるものか,添加法によるものか判然と

しないけれども,必出時添加は,結晶格子内の碓1-(･交

換励 L:を抑制する何らかの作用を有し,添加敦の増加

と兆に発熱t=.-クが非常に尖っている所から,荊二段

仙 L-･には触媒的な作用を有している串が判る｡

PbCL20･034% 含有の晶出時添加APの線分解速度

搭槌感度は我4に示す｡

蛮 4PbC]王添加APの線分解速度

と持越感度

相 鉄 J 線分解速度 一 弥 縫 盛 肢

経 AP 100 l 109

PbCL王0.034%
AP 86 103

線分解速度は純APに比 し小 さ く,落槌感度も鈍

い｡ここでもAPの第一段圧応と分解速度にの対応が

姥められる.

4. ま とめ

APの分解には慨温側の第-段と冶i温側の第二段の

2つのJi応があるが,第一段反応は結晶の格子欠陥の

腔合に依存して居 [).界面活性剤を品川時に添加して

科たLh棉射 ヒの祈るしいAPは結晶の格子欠陥を増加

させた恥 こより第-段反応が増大する｡第-段反応の

大きなものは線分解避妊も大きく,節-段反応を小さ

くしたり,無くした もの は線分解速度が小 さ くな

/J ぐ

塩化アンモニウムの添加はそれの吸軸 り解殿の為A

Pの線分解避妊を減する｡又塩化鉛は特異な性質を示

し,少lLtの娘加はAPの第一度反応と消滅させ,線分

解速度を減少させるが,1% 以上の添加は発熱反Fi:杏

促進させる｡
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studyofTheAmmoniun Perchlorate

Ⅱ･Thermaldecompositionofammonium perchlorate

Koichiilo+andTsutomuHikita++

BytheworksoEL.L.Bircumshawl)andP.W.M.Jacob2),itwasapparentthat

thereweretworeactionsinthethermal decompositionoEammonium perchIorate(AP).

TheGrst,lowtemperaturereaction,comprlSeSdecompositionoftheintergranulaLmaterial

andproceedsbyelectrontransfermechanismbetweeninterstitialNH.'ionandClot-ion,

While,thesecond,high temperaturereaction.proceedsbyprotontransfermechanism.

ItwasfoundthatthelinearpyrolysisratesoEthehabitmodi点edAPwereincreased

andbythediaerential thermalanalysisthelow temperaturedecompositionoftheseAP

14 (188) エ兵火荻協会泌



wereremarkablypromoted.TheelectricalconducivitiesofhabitmodiaedAPcrystakwere

measuredathigh temperaturesbelowthedecompositionpointwiththeresultsthatcond･

uctivitiesofmodi丘edAPincreasedpreferablyincomparisontopureAP.As theelectrical

conductivityofionicerystaisrepresentsthenumberofcrystaldefects,vi2:.,interstitialion

andvacanthole,itisapparenttheincreasedlow temperatuereactionofhabitmodi丘ed

APcrystalsispromotedbyitscrystaldefectsincreasedbythesurfactantabsorbedonthe

crystalface.

TheadditionofammoniumchloridereducedthelinearpyrolysisrateofAPbecause

oftheendothermicdissociationofammoniumchloride.

Addilionofasuitablequantityofleadchlorideeliminatedthelow temperaturereac･

lionofAPinthediqerentialthermalanalysis,andreducedthelinearpyrolysisrateofAP.

(+HodogayaFactory,TheJapanCarlitCo.Ltd.,桝FacultyofEngineeringUniversityof

Tokyo)

ニ ュ ー ス
lHHuJIHHrJlHlrHrlrJJIMruJHlrllJ

故化ニッケルが包有JZ高温下で強磁性体に

名工談ではテ トラ- ドラル式超満u:高温装置第二

早(10万気圧,200℃)を昨秋完成,ニッケルかんら

ん石の相平衡の研究を進めていたが,Ff.力5万気圧,

1,600cc 以上で酸化ニグケルが致融性体になる事を

偶然発見した｡これ迄分った所では,①X線現折回

が常圧のものと全 く違 う｡⑧キュリー点が約 300℃
(Ni金属のそれは 364℃)◎黙約に非常に安定｡な

どであり,酸化ニッケルの新 しい鉱物相と推定され

る｡ニッケルかんらん有の榊平街の火験は,圧力 5

万気圧まで,温度 2,000℃ までの条件下で行なわれ

た｡この時 1,600cc以上で Ni2SOl(エ ツケルかん

らん石)-2NiO(酸化ニッケル)+SiO2(コーサイ

り の反応が起るがこの時酸化ニッケルが強直性体

になっている事を見つけたものである｡念のため酸

化ニッケルだけを同じ条件下で処理し,X線的,血

気的,光学的性質を訊べた解氷,この内者は同じも

のである事が判 り,故化三･/ケルが弛斑性件になる

串をつきとめた｡常圧の酸化ニッケルは9.法品型で

あるが,高温高圧処理をしたものはX線淘折回で調

べると全 く違 う括Gl)構造となってh:-りこれは新しい

鉱物相である｡常圧で l,500cc以上でニッケルかん

らん石を処理 した時同様に酸化ニッケルを得るがこ

れは常温のものと変っておらず,強酸性化には高圧

の条件が不可欠である｡酸化ニ･/ケルの強相性化の

メカニズテが明らかになると,軌 コ′.'ル ト,マン

ガンなどの同様の酸化物も執政性とする串が川来る

かもしれないので新しい工業材料開発の蛸純として

この発見は各方面から注目されている｡

(日刊工業 40.5.La)

強いガラスの研究進む

現在の額ガラス各棟到晶の強度は政論強圧の首分

Vol.2i.No.3.M旭5

の一粒度にすぎないとされている｡その恐由はいろ

いろあるが,その一つとしてガラス洗面の微細な佑

(グリフィス7°-)が大きな雌閲とされている.

このため表面の俗を何等かの処#.によりなくなせば

強度が大柘にrL)上するわけである｡それには現在行

なわれているガラス･21両を急冷により圧箱応力を生

じさせて強化させるJJ-法のほか,化学強化法,金栴

蒸着法,コーティング法,我面結晶化法などが研究

さLt,ている｡工業的には金属窯黄法,コーティング

法が有5!とされて暦 J),アメリカでは金属蒸着法で

ぴんの内厚がlんになつ!た■と云わit,て居 p,我国で

も各メーカーがiA･罪に研究中で工業化も近いという

事である｡ (日刊T.糸 40.6.5)

SBISC 両ロケットの対米玲出兵現か

三讃蒐工が科学技術庁から助成金をうけ,銘古見

航空機動作所で開発中の満腔50-60kmの満層免免

税耐用 SB･SC ロケットの米国での販売代理権を

ほしいと,米国の トムソン･レ～モ ･クール ドリッ

チ杜が申入れて来た｡SB F･ケットはすでに6月新

島で打上げ光政に成功,SC t7ケツトも地上燃焼実

験に成功して10月には打上げ実験を行なう予定であ

る｡丙t7ケットは固体推薬を使用 し,SBは内面軽

焼方式,SC は内所燃焼方式と鴇面燃焼方式を組合

せたものである｡SC はとくに端性位で強力な推力

を長時間にわた!=llナ群が的来る全 く新 しい燃焼方

式で三菱砿工が他界鼓賓回に特許を申請中のもので

ある｡アメ1)カではTポtl計画に｡ケット技術の全

力を注いでkjI),そのため他のt]ケツトは殆んど開

発 されていないと云われでいる｡ したがって米国で

は適当な見放観測用 ロケットがないもようで TRW
社はそうした節滋を見込み先発観耐用としてナぐれ

た SB･SC I,ケツトを米国に輸入して投売する革

を計両 して,このほど三選韮工に申入れて来たもの

のようである｡ (tl刊工業 40.7.12)
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